
女性特有の出産育児のライフイベントや健康課題を乗り越え
能力を最大限発揮できる新しい時代を実現する

『TOTONOERU🄬（トトノエル）』
レジリエントな企業基盤構築支援事業 Ver.1

経済産業省 令和4年度フェムテック等サポートサービス実証事業説明資料



が目指すこと

3か月の短期間で女性特有の健康課題と職場のコミュニケーションをととのえる
前向きにいきいきと活躍できる環境を創ります

着ている間にととのえる

女性特有の健康課題
によるプレゼンティズム

思考の癖を知りととのえる

職場のコミュニケーション課題

起電する機能性衣類
「3e-HARAMAKI」

脳医科学診断プログラム
「ノウセツ」



個人のコンディションで悩んでいる・不安になっていると後ろ向きな気持ちで時間だけが消費されてしまいます。
それはコミュニケーションの悩みやパフォーマンスに影響しお金の悩みにも連鎖していきます。
TOTONOERUは個人のコンディションの悩み・コミュニケーションの悩みを解決できる環境を創ります。

コミュニケーションの悩み お金の悩み個人のコンディションの悩み

連鎖していく

がフォーカスする課題



女性の健康課題によるプレゼンティズムの課題

PMS・生理痛の不快症状によるイマイチな時間
（パフォーマンスが低下してしまう時間）

150～300時間/月 年間最大3,600時間

全国平均の正社員時給1,900円・業務時間1日の1/3にて試算
企業から見たパフォーマンス低下の損失※

95,000円～190,000円/月 年間最大228万円

※試算根拠
150時間×1/3×1,900円=95,000円 300時間×1/3×1,900円=190,000円
※平均時給参考資料（厚生労働省「賃金構造基本統計調査」（平成29年））
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11650000-Shokugyouanteikyokuhakenyukiroudoutaisakubu/0000201281.pdf



既存のソリューション課題

健康を司るのは食・運動・社会参加といわれています。
そのため生活習慣を変える、食べ物に気を付ける、病
院へ行き処方箋やピル、漢方を服用する、リテラシー
を上げるが一般的な対処方法ですが、時間と手間とモ
チベーションが続かず、PMS・生理痛期間は我慢され
ていることが多いデータもあります。

定期的に婦人科を受診している人の割合は２割。未受
診の理由は「健康なので必要がない」ためとあり、自
らの健康について正しく把握できているひとは少なく、
また効果的な対処を行うことができるひとはさらに少
ない状況である。



職場のコミュニケーションの課題



が目指すソリューションと結果

イマイチな時間
150～300時間/月

手間と時間とリテラシーが
必要な対処方法

着るだけの簡単な方法で
150～300時間/月を
アクティブな時間へ

個人のコンディションの悩み

コミュニケーションの悩み

コミュニケーションを
どうしたら良いか
いつも難しい

自分と相手の思考の癖を
数値で傾向を理解し

円滑なコミュニケーション環境へ



3か月の短期間で女性特有の健康課題と職場のコミュニケーションをととのえる
前向きにいきいきと活躍できる環境を創ります

着ている間にととのえる

女性特有の健康課題
によるプレゼンティズム

思考の癖を知りととのえる

職場のコミュニケーション課題

起電する機能性衣類
「3e-HARAMAKI」

脳医科学診断プログラム
「ノウセツ」

女性の健康課題によるプレゼンティズムをととのえる



ソリューション開発の経緯

2つのきっかけにより3e-HARAMAKI（腹巻き）を開発を実現

3e-GOZAという体圧のエネルギーを負電位の微弱電流に変
換し身体の電気バランスをととのえる製品のユーザから、
「 PMSや生理痛がひどかったがGOZAの上にいる間は症状
が緩和されてイライラする、何もできない時間が減った」
というコメントがあり、3e-の技術を活用すれば良いので
は！？と検討するきっかけとなったこと。

世界を見渡すとイスラエルのスタートアップLivia社が
約世界６０か国にお腹まわりへ微弱電流を流す機器により
PMS・生理痛を緩和するソリューションを展開していまし
た。



起電する衣類を創ることができれば
外部電源や充電せず
生活習慣をほとんど変えず
着るだけで
PMS・生理痛によるイマイチな時間を
アクティブな時間に変換できると考えました



活用するテクノロジー「3e-EARTHING」

    

          

        

■3e-EARTHINGとは
現代の生活環境に合わせた誰でも簡単に使える方法でア
ウトサイドからいつでもどこでも自由電子（マイナスの
電気）を補充できる環境をつくり、酸化還元バランスを
ととのえるテクノロジーです。

3e-EARTHING技術を繊維（衣類）へ加工し起電する衣類へ



製品開発とモニター検証結果

3e-EARTHING加工

■モニター検証時
天然繊維の綿の腹巻きへ加工。
-200Vの電位を確認し
起電する衣類へ開発成功。

2021年7月～9月
20名のモニター検証実施

20名の計2カ月間のPMS・生理痛の緩和検証を測定し、数値検証およびインタビューより改善を確認



3e-HARAMAKIの完成

肌にやさしい身体が喜ぶ服をつくりたい想いから奈良県にあるシルクふぁみりぃで編み上げられた腹巻きと出会い
3e-EARTHING加工を施し、着ている間はマイナスの電気を補充し電気バランスをお腹からととのえる

3e-HARAMAKI（腹巻き）が完成しました。

秋冬春用

オールシーズン用

シルク20％
コットン80％
サイズ：フリーサイズ

シルク91％
ナイロン8％
ポリウレタン1%
サイズ：フリーサイズ

【洗濯方法】
ネットに入れて中性洗剤でお洗濯ください。
※濃い色のものは、他のものと分けてお洗濯ください。
※繊維とともに加工した剤が落ちてしまうため必ずネットに
いれて洗濯してください。

【ご注意事項】
天然繊維のため、10％未満の範囲で縮む場合がございます。
ペースメーカーをつけている方、その他急性疾患のある方、
妊婦の方のご使用は控えてください

【生産地】
日本

【洗濯耐性】
50回以上
※繊維とともに加工した剤が落ちてしまうため必ずネットに
いれて洗濯してください。



川尻を中心に身体について知り尽くし、安全性も監修している日本体育大学井川教授
40年以上量子力学をベースとしてエネルギー変換の触媒開発をしてきた和田ドクター

ライフサイエンス研究者の前田と推進

顔写真

川尻 大介

株式会社天煌堂 代表

顔写真

前田 みなと

東京都医学総合研究所

ライフサイエンス研究者

顔写真

井川 正治

日本体育大学名誉教授

日本睡眠環境学会会長

顔写真

和田 正幸

量子力学・電子工学

触媒開発研究者

外部電源不要のエネルギー変換

物質変換技術のスペシャリスト

酸素や水を変化させます

ITからサイエンスを活用し

リアルに触れるもので

ソリューション開発をしていく

スペシャリスト

ヒトの体の中と外を知り尽くし

ヒトへの安全性を担保する指針を

決めることができる権威

PMS・生理痛・アトピーの

ペインを解決するため奔走する

遺伝性疾患の治療法研究中

3e-EARTHINGによる不調をととのえていく推進チーム



3か月の短期間で女性特有の健康課題と職場のコミュニケーションをととのえる
前向きにいきいきと活躍できる環境を創ります

着ている間にととのえる

女性特有の健康課題
によるプレゼンティズム

思考の癖を知りととのえる
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STEP１ STEP２

職場のコミュニケーションをととのえる



が目指すコミュニケーションのソリューションと結果



個人の脳タイプを洗い出す







脳タイプをマネジメントする

脳タイプにより適正配置を行う



メンタルをマネジメントする

メンタル状況によってフォローアップ体制をつくっていく



が目指すソリューションと結果

イマイチな時間
150～300時間/月

手間と時間とリテラシーが
必要な対処方法

着るだけの簡単な方法で
150～300時間/月を
アクティブな時間へ

個人のコンディションの悩み

コミュニケーションの悩み

コミュニケーションを
どうしたら良いか
いつも難しい

自分と相手の思考の癖を
数値で傾向を理解し

円滑なコミュニケーション環境へ



令和4年度達成する目標

本年度は月経、出産育児、職場のコミュニケーションの
課題を解決し

女性が能力を最大限発揮できる環境の一歩目をつくります



中長期目標の達成をしていくために幅も広げていく

着ている間にととのえる
起電する機能性衣類
「3e-HARAMAKI」

ベーシックパートナー

スプレッドパートナー

各都道府県市にて企業の働く環
境改善に向けて導入展開してい
ただくパートナー（代理店）と
提携していきたい

オプション
ソリューションパートナー

相談・コーチング・教育サービス
や漢方薬局など女性の悩みや不安
を解決するために活動されている
サービスと連携をしていきたい



中長期目標の達成

中長期のアウトカムを実現していきます



3か月のフェーズの実施内容

事前準備 TOTONOERU
開始

・主旨説明
・ユーザ向け周知

マネージャ
管理者

ご利用ユーザ
・LINE登録
・ノウセツの登録

★マネージャ・管理者向け
・ノウセツに関する個別セッション

★集合セッション（1時間半）
・PMS・生理痛に関するアンケート
・ノウセツを活用したセッション
・3e-HARAMAKIのお渡し

TOTONOERU
完了

★マネージャ・管理者向け
・ノウセツに関する個別セッション

★集合セッション（1時間半）
・PMS・生理痛に関するアンケート
・ノウセツを活用したセッション

1週間 3か月

TOTONOERU
フォローチーム

期間中はLINEにてサポート

3e-HARAMAKIの利用



実証施策 アウトプット成果指標 アウトカム成果指標

3e-EARTHING衣類
利用企業数
利用者人数
アンケート回答率

PMS・生理痛症状のスコア改善
何となく不調の時間の減少
NPSスコア増加
共通指標①（WHO-HPQ）の成果指標
共通指標②の成果指標

ノウセツ

利用企業数
利用者人数
コーチング数
管理職コーチング数

メンタルヘルスの改善
共通指標①（WHO-HPQ）の成果指標

【外部サービス連携検証】
NPO未来経験プロジェクト
(coe）連携
※乳幼児虐待予防相談サービス
※匿名サービスとの連携検証

利用者人数
継続利用期間
アンケート回収率

（要調整中）
PMS・生理痛症状のスコア改善
精神的負担の軽減
匿名サービス連携可否確認

今年度の成果指標および成果測定の方法



アウトプットイメージ：女性特有の健康課題によるプレゼンティズム
（実証実験時のレポート予定）



アウトプットイメージ：思考の癖を知りととのえる（個人）



アウトプットイメージ：思考の癖を知りととのえる（組織）



実施体制

補助事業者（コンソーシアム）

代表団体：
株式会社天煌堂
TOTONOERU

3e-EARTHING ITEM

参加団体：
株式会社actor
TOTONOERU

Brain Fit Approach

業務委託・外注先

株式会社シルクふぁみりぃ
（衣類調達）（確定）

株式会社R・T
（テクノロジー加工）（確定）

オールニッポンレノベーション
（PR全般）（確定）

井川環境研究室
（製品データ評価・監修）（確定）

株式会社バイオエルティ
(B-BRAIN ID）（確定）

★CIC Japan合同会社
（確定）

協力団体（実証実験協力※折衝中も含む）

★VentureCafe TOKYO
（確定）

★オールニッポンレノ
ベーション（確定）

パソナJOBHUB
（未確定）

NPO未来経験プロジェク
ト(coe）（確定）

日本生命保険相互会社
（確定）

秋田県
（未確定）

山梨県
（未確定）

浜松市
（未確定）

広島県
（未確定）

補助金活用者

巴山隆太税理士事務所
（事務管理責任者）

N数を100～200を想定し
実施体制を構築



実施スケジュール



前 向 き に






